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研 究（Carpenter, Daniel. 2001. The Forging of Bureaucratic Autonomy: Reputa-
tion, Networks, and Policy Innovation in Executive Agencies, 1862-1928. New 
Jersey: Princeton University Press.）や，政治家がなぜ，どのような場合に官僚制に
委任を行うのかを問うたエージェンシー理論に立脚した数多くの研究（例えば，権
限委譲と政策分野の専門性の関係性に関しては，Epstein, David, and Sharyn O’Hal-
loran. 1999. Delegating Powers: A Transaction Cost Politics Approach to Policy 

























































誌』，第 57 巻第 1 号，53~62 ページ．数少ない労働監督制度の国際動向把握の試み



























ついて－行政・政治の視角から」『季刊行政管理研究』第 152 号，14～30 ページ．
を参照．なお，ドイツにおける警察史研究の日本語によるレビューとしては，金澤
敏昌（2007）「ドイツにおける警察史研究の成果と課題」『三田学会雑誌』，第 100
巻第 2 号，107～123 ページ．を参照．






















































23）　松岡好一（1881）「高島炭廣の惨状」『日本人』，第 6 号，32~36 ページ．また，
『日本人』第 9 号（1881）掲載の，高島炭鉱の実情に対する一連の批判も参照．

















官業労働者への扶助制度の萌芽である．次いで，1875（明治 8）年 4 月の太政
官第 54 号達による「官役人夫死傷手当規則」，さらに 1878（明治 11）年，「本
省各局工術者就業中死傷セルモノニ療養料手当金等支給ノ内規ヲ草案シ之ヲ太



























埋葬料 金100円 金50円 金25円
遺族扶助料 金350円 金175円 金90円
二等 扶助料 金350円 金175円 金90円
三等 扶助料 金250円 金125円 金65円





出典)労働省,(1961)『労働行政史 第1巻』,21ページより作成出典） 省（１９６１）『労働行政史 第 １ 巻』，２１ ページより作成




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































員の雇い入れ，解雇に関しては，1879（明治 12）年，太政官布告第 9 号「西
洋形商航海員雇入雇止規則」により，既に規制がなされていたが，1899（明


















26）　前掲『労働行政史 第 1 巻』，19～20 ページ．
27）　ボイラー，および蒸気機関のことである．なお，現行法令においても，例えば電




























































































































た．1881（明治 14）年 9 月に，山口県において発布された「職工募集取締規
則」がその嚆矢である 33）．その後は，1891（明治 24）年 9 月に岐阜県，1894












32）　前掲『労働行政史 第 1 巻』，165 ページ．
33）　同上『労働行政史 第 1 巻』，20 ページ．
34）　前掲『工場法論』，127～128 ページ．


















































36）　通商産業省編（1962）『商工政策史 第 8 巻 工業労働』，7 ページ．
37）　同上『商工政策史 第 8 巻 工業労働』，7～8 ページ．
38）　『農商務卿第一回報告』，109 ページ．（明治文献資料刊行会編（1960）『明治前期
産業発達史資料 第 4 集（１）』所収）．
39）　同上．
40）　前掲『労働行政史 第 1 巻』，7 ページ．









所管された．その後，1886（明治 19）年 2 月の農商務省官制改革により，鉱
山局が設置され，そのもとに鉱山課及び試験課を置いた 44）．その後も，鉱山行
政の規模が拡大されるにいたり，鉱山局の下には 2 課あるいは 3 課が置かれ，
鉱山行政を所管した 45）．





業発達史資料 第 4 集（１）』所収）．






変化する．『労働行政史 第 1 巻』，8 ページ．





















業救済の見地から社会事業として実施してきた 48）．1917（大正 6）年 8 月 24 日，
勅令第 115 号をもって，軍事救護法施行にかかる事務を所管させるため，内
務省地方局に奏任官 1 名，判任官 3 名を専任として，臨時に置くことが定め
られ，翌 25 日に内務省分課規定を改正し救護課を設置した 49）．この救護課が中
央行政機関の嚆矢であり 50），その後，1918（大正 7）年 6 月には救済事業調査会，








50）　前掲『労働行政史 第 1 巻』，7～8 ページ．























県 705 人，福岡県 628 人，石川県 556 人，兵庫県 398 人，山口県 368 人であった．
































56）　なお，次に示す，1879（明治 12）年内務省乙第 55 号により，1880（明治 13）
年頃からすでに衛生課は独立した一課として存在していた．
 「昨明治 11 年当省乙第 44 号並同第 49 号ヲ以テ衛生事務担当ノ吏員ヲ置キ候様相達
置候処自今更ニ衛生課ヲ設ケ（中略）衛生ノ大意ニ通スル者ヲ選テ之ニ別紙ノ条項
為取扱候様可致此旨相達候事但事務条項ニ準シ職務章程取調可伺出事」



















汽罐汽機 建築 工場・職工 職工募集
技師(専) 6 1 0 0
技師(兼) 2 1 0 0
技手(専) 50 18 3 0
技手(兼) 3 1 0 0
属(専) 0 1 0 0
属(兼) 0 10 0 0
雇員・嘱託(専) 3 1 6 0





























60）　行政警察とは，警視庁職制章程竝諸規則第 2 章第 1 条，2 条によれば，「人民ノ
凶害ヲ豫防シ世ノ安寧ヲ保全スル」ことであり，「權利健康風俗國事」の 4 事項大別
にされる．






























がおよそ 259 万人，愛知県では約 174 万人，大阪府，兵庫県，京都府ではそ
れぞれ，約 188 万人，約 193 万人，約 106 万人である．
　次に各道府県人口に占める工業人口比率を確認する．道府県別人口の分布と
同様，工業人口比率にも各道府県に散らばりが存在する．最も比率が高いのは，
大阪府の 14.3 パーセントで，次いで東京府の 13.7 パーセント，京都府の 12.6
パーセントと続く．他方で，最も比率が低いのは，鹿児島県で 3.2 パーセント，
































































7891 円が投じられている．その内訳としては，国庫支出が 1 万 1627 円余りで
全体の 15 パーセント，地方費が 6 万 6568 円余りで全体の 85 パーセントを占





か使途別に示したものが，以下の図表 2-6 である．俸給として 5 万 3962 円が
充てられており，これだけで全体の約 70 パーセントを占める．これに旅費の
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　さらに，道府県別の経費を見てみよう．ここでは，支出経費が 1,000 円以上
の道府県を掲載している．この図表からは，大阪，東京が突出して多く，それ
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路等からの距離，設計，職工数，隣接地の意向を調査した．その結果，翌































して，「甲」種工場については，所轄警察署長が 4 か月に 1 回，警部・巡査部
長が 3 か月に 1 回，「乙」種工場においては，警察署長・警部が 3 か月に 1 回，
巡査部長が 2 か月に 1 回，「丙」種工場に関しては，警察署長・警部が 2 か月
に 1 回，巡査部長が毎月，それぞれに巡視することとしていたという．さらに，
受持の巡査は，「甲」種工場，「乙」種工場は 1 か月に 1 回以上，「丙」種工場
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玉県熊谷警察署所轄管内においては，1888（明治 21）年 5 月に初めて雇傭口
入業者が開業し，その後開業が増え，1906（明治 39）年までに 35 人が開業し
た．また，1906 年当時の各業者の評価については，「性行の良否」について，
「良」13 人，「普通」11 人，「否」11 人，「生活の状態」については，「普通」
19 人，「貧」16 人であったという 75）．


















図表 2-10　「雇用口入簿」図表  口入簿」
　
都法 58 巻 1 号（2017 年 7 月） 135
ての「専門性」を持つにいたった．このような工場法制定以前に胚胎された
「専門性」は，工場労働者の職場安全管理に関する専門技術的な指導を行うと
いうよりも，むしろ，法令の遵守状況をチェックする法規制執行能力であった
ということができよう．それでは，工場法が制定され，その実行を担保する工
場監督官という官職が新たに設置されるという制度的断絶を迎え，法規制執行
能力としての「専門性」と各府県における執行状況の多様性は，いかなる影響
を受けるのであろうか．
